「自然」 



i 島 与 志 雄 



醬油、 酢の物の 酢、 そばのお したじ、 でんがくの 味噌 

など、 その 醬油ゃ 酢 やおした じ や 味噌な どこ そ、 あら 

ゆる 香料 を 用い 人智 をし ぼって 研究すべき であり、 天 

然の 材料 そのもの は、 あくまでも 天然の ままで ありた 

ヽ 

レ 

料理の ことな ど を 云々 する は、 閑人の 閑 事で あるか 

も 知れない。 然し、 吾々 の 生活の こと を 顧みる 時、 天 

然の 美味 を 変質す るた めに、 如何に 煩雑な 労力が そこ 

に 徒費され ている か、 更に、 変質され た 人工的な 食物 

を 取る ことによって、 精神的に も 肉体的に も 如何に 活 

力の 減退 を 来して いるか、 それ を 私 は 考える ので ある _ 



天然 自然のう ちに- J そ、 最も 豊富な 活力が 存在す る 
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